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興
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産
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ま
つ

り
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多
く

の
来

場
者

　
収
穫
の
秋
本
番
の
１
１
月
４
日
、
２
年
ぶ
り
と
な
る
産
業
ま
つ
り
が
第

一
中
学
校
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
約
１
万
人
が
会
場
に
詰
め
掛
け
、

旬
の
食
材
な
ど
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
出
店
ブ
ー
ス
に
は
広
田
湾
漁
業
協
同
組
合
や
産
直
な
ど
が
軒
を
連
ね
、

ホ
タ
テ
焼
き
や
イ
カ
焼
き
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
。
本
市
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
名
古
屋
市
と
佐
賀
県
武
雄
市

の
ご
当
地
名
物
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

基
幹

産
業

の
復

興
も

着
実

に
　

産
業

ま
つ

り
に

多
く

の
来

場
者



２０１２年（平成２４年）　１月１日号　②２０１２年（平成２４年）１２月１日号　②

歳入
５１１億５,３０８万円

市税
８億６,７３３万円１．７%

諸収入
２０億９,２５７万円４．０%

繰入金・繰越金
分担金・負担金ほか
１７億６,７０３万円３．５%

地方交付税
１３３億６,０２１万円
２６．１%

国庫支出金
２１７億１,８９０万円

４２.５%

自主財源
４７億２,６９３万円

９．２%

自主財源
４７億２,６９３万円

９．２%

依存財源
４６４億２,６１６万円
９０．８%

市債　７億２７万円
１．４%

県支出金
１０２億４,３０９万円

２０．０%

地方譲与税
地方消費税交付金ほか

４億３６８万円
０．８%

繰入金・繰越金
分担金・負担金ほか
１７億６,７０３万円３．５%

地方交付税
１３３億６,０２１万円
２６．１%

歳出
（性質別）
４５１億８,３３０万円

歳出
（目的別）
４５１億８,３３０万円

人件費 ２３億２,９９７万円 ５．２%

物件費
１７１億１,１２５万円
３７．９%

維持補修費
５,０３９万円
０．１%

扶助費
５９億８,５６６万円
１３．２%補助費等

２８億６,１５４万円
６．３%

普通建設事業費
災害復旧事業費
２８億７,５３７万円

６．４%

公債費
１８億４,３９６万円

４．１%

投資出資及び貸付金
１億３,２３０万円 ０．３%

繰出金 １５億４,２５４万円 ３．４%

消費的経費
２８３億３,８８２万円

６２．７%

その他の経費
１３９億６,９１１万円

３０．９%

投資的経費
２８億７,５３７万円

６．４%

積立金
１０４億５,０３８万円

２３．１%

衛生費
１６４億３,４０５万円

３６．４%

総務費
７７億９,０７９万円
１７．２%

民生費
７７億３,７６２万円
１７．１%

土木費
４４億３,０６７万円

９．８%

災害復旧費
１９億６,２３６万円

４．３%

公債費
１８億４,３９７万円

４．１%

農林水産業費
１７億６,３８８万円

３．９%

消防費１４億４９３万円
３．１% 教育費・議会費・労働費・商工費ほか

１８億１,５０４万円 ４．１%

物件費
１７１億１,１２５万円
３７．９%

普通建設事業費
災害復旧事業費
２８億７,５３７万円

６．４%

公債費
１８億４,３９６万円

４．１%

その他の経費
１３９億６,９１１万円

３０．９%

投資的経費
２８億７,５３７万円

６．４%

災害復旧費
１９億６,２３６万円

４．３%

公債費
１８億４,３９７万円

４．１%

消費的経費
２８３億３,８８２万円

６２．７%

　

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会

計
の
歳
入
決
算
総
額
は
、
約

五
百
十
一
億
五
千
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
約
三
百
九
十
億

円
、
３
２
１
．
７
㌫
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

構
成
比
は
、
国
庫
支
出
金
が
歳

入
総
額
の
42
．
５
㌫
を
占
め
、
以

下
、
地
方
交
付
税
26
．
１
㌫
、
県

支
出
金
20
．
０
㌫
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
財
源
は
約

四
十
七
億
三
千
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
64
．
０
㌫
増
加
し
、

歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
で
は

　

平
成
二
十
三
年
度
の
一
般
会
計
歳
出
は
、
約
四
百
五
十
一
億
八
千
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
約

三
百
三
十
四
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
特
に
、
震
災
に
か
か
る
が
れ
き
処
理
に
よ
り
、
衛
生
費
が
大
幅
な
増
と

な
っ
た
ほ
か
、
災
害
復
旧
費
が
前
年
度
比
で
約
三
十
一
倍
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９
．
２
㌫
で
前
年
度
と
比
較
し
て

14
．
６
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
一
般

会
計
の
歳
出
決
算
総
額
は
約

四
百
五
十
一
億
八
千
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
約
三
百
三
十
四
億

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
目
的
別
に
よ
る
分
類
の

構
成
で
は
、
衛
生
費
が
36
．
４
㌫

と
最
も
高
く
、
次
い
で
総
務
費

17
．
２
㌫
、
民
生
費
17
．
１
㌫
の

順
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、
東
日
本
大
震
災
復

興
基
金
積
立
金
の
増
な
ど
に
よ

り
、
５
２
４
．
１
㌫
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
災
害
等
廃
棄
物

処
理
事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、

２
４
８
０
．
３
㌫
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

災
害
復
旧
費
は
、
防
災
行
政
無

線
災
害
復
旧
事
業
費
の
増
な
ど
に

よ
り
、
３
１
１
０
．
７
㌫
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

財政
一
般
会
計
は
震
災
復
旧
事
業
な
ど
に
よ
る
増
で
前
年
度
比
約
二
・
八
倍
に

平
成
23
年
度  

決 

算 

報 

告

歳 

入

歳 

出



③

市民１人あたりに使われたお金（一般会計）合計２,１７０,９１７円

789,605円

212,880円

84,749円

374,323円

94,285円

67,502円

371,769円

88,597円

87,207円

衛　生　費

土　木　費

農林水産費

総　務　費

災害復旧費

消　防　費

民　生　費

公　債　費

そ　の　他

789,605円

212,880円

84,749円

374,323円

94,285円

67,502円

371,769円

88,597円

87,207円

衛　生　費

土　木　費

農林水産費

総　務　費

災害復旧費

消　防　費

民　生　費

公　債　費

そ　の　他

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

漁業集落排水事業

事業勘定

診療施設勘定

後期高齢者医療

保険事業勘定

介護サービス
事 業 勘 定

小　　計

繰入繰出重複額

合　　計

区　分

一　般　会　計

歳　入 歳　出 差引残高

特

　別

　会

　計

国民
健康
保険

介護
保険

５１１億５,３０８万

１１億７,０９０万

３億７,０３７万

２億５,５０２万

３３億５,４０４万

２億１,１２５万

１億３,５５７万

２０億４,１７２万

６９７万

５８６億９,８９２万

１２億２,４６６万

５７４億７,４２６万

４５１億８,３３０万

１１億５,４９７万

３億２,０３７万

２億８８４万

３１億１,６９４万

２億１,１２５万

１億３,５５７万

１９億９,１７０万

６９７万

５２３億２,９９１万

１２億２,４６６万

５１１億５２５万

５９億６,９７８万

１,５９３万

５,０００万

４,６１８万

２億３,７１０万

０

０

５,００２万

０

６３億６,９０１万

０

６３億６,９０１万

歳
入

歳
出

国定資産税
２２,０７３円

市民税
１４,４７１円

市たばこ税
３,３３７円

軽自動車税 １,６７６円
入湯税 ６７円

都市計画税 ４８円

【
財
政
用
語
メ
モ
】

▽
自
主
財
源
…
市
税
や
各
種
使
用
料
な

ど
、
市
独
自
で
収
入
で
き
る
も
の
。

▽
依
存
財
源
…
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
や

借
入
金
な
ど
。

▽
地
方
交
付
税
…
市
の
財
政
力
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。
一
般
財
源
と

さ
れ
、
そ
の
使
い
道
に
制
限
が
な
い
。

▽
市
債
…
事
業
を
行
う
た
め
の
長
期
借
入

金
。
単
に
借
金
と
し
て
の
性
格
だ
け
で
な

く
、
住
民
負
担
を
後
年
度
に
も
残
し
、
世

代
間
で
負
担
を
公
平
に
す
る
た
め
の
調
整

機
能
を
合
わ
せ
持
つ
。

▽
投
資
的
経
費
…
道
路
や
橋
、
学
校
の
建

設
な
ど
、
行
政
水
準
の
向
上
に
直
接
寄
与

す
る
経
費
。
公
共
施
設
整
備
に
ど
れ
だ
け

重
点
を
置
い
て
い
る
か
を
図
る
の
に
有
効

な
歳
出
区
分
。

▽
国
庫
、
県
支
出
金
…
市
が
行
う
事
業
へ

の
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
。

▽
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
な
ど
に
基
づ

い
て
支
出
す
る
経
費
。

▽
積
立
金
…
財
政
運
営
な
ど
の
た
め
に
、

一
時
的
に
積
み
立
て
て
い
お
く
も
の
。

▽
特
別
会
計
…
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合

や
、
特
定
の
歳
入
歳
出
を
充
て
る
場
合
に
、

一
般
会
計
と
は
別
に
収
支
整
理
を
行
っ
て

い
る
も
の
。

▽
繰
入
繰
出
重
複
額
…
各
会
計
間
で
繰
り

入
れ
し
た
り
、
繰
り
出
し
た
り
し
た
金
額
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
決
算
額
を
合
計
す
る
と

こ
の
額
が
重
複
し
、
決
算
額
が
増
え
る
た

め
差
し
引
い
て
純
決
算
額
を
算
出
す
る
。

平　  成

１９年度

平　  成

２０年度

平　  成

２１年度

平　  成

２２年度

平　  成

２３年度

0 25 50 75 100 200 500（億）

511 億 5,308 万円

451 億 8,330 万円

106 億 4,294 万円

109 億 5,509 万円

118 億 1,261 万円

121 億　346 万円

103 億 7,759 万円

106 億 6,741 万円

115 億　766 万円

116 億 5,543 万円

自主財源
依存財源

義務的経費
その他経費

9.2％

22.5％

27.0％

26.2％

24.3％

23.8％

53.6％

52.3％

47.0％

49.0％

90.8％

77.5％

73.0％

73.8％

75.7％

76.2％

46.4％

47.7％

53.0％

51.0％

※平成２４年３月３１日現在の人口は２０,８１３人

市民１人あたりの決算額

■一般・特別会計の決算額 ■過去５カ年の一般会計決算状況の推移

市民１人あたりの負担したお金

市税 41,672 円



２０１２年（平成２４年）１２月１日号　④

　陸前高田災害ＦＭ（周波数８０. ５Ｍｈｚ）は、１２月１０日で開局から１年を迎えます。

昨年来、多くの市民の皆さんに出演いただくと同時に番組も増え、ますます元気に放送中です。

現在の番組表と各番組の紹介を掲載します。今後も災害ＦＭをどうぞよろしくお願いします。

 陸前高田災害ＦＭの番組紹介  

ＮＰＯ法人陸前高田市支援連絡協議会ＡｉｄＴＡＫＡＴＡ　代表：村上　清

※市議会（定例会・臨時会）の開催日は、生中継があります（通常１０時～１６時）。自宅で市議

　会の内容を聴くことができますので、ぜひ災害ＦＭを試聴してください。

※災害ＦＭでは、平日１９時から翌朝９時まで各番組の再放送をお送りしています。

※なお、災害ＦＭのアンテナは仁田山山頂（小友町）にあります。仁田山から電波が届きにくい一

　部地域は現在、受信が難しい状況ですのでご了承ください。

【連絡先】

住所：〒０２９－２２０５ 陸前高田市高田町字荒沢６６ー１　陸前高田災害ＦＭ

ファクス専用番号：０１９２－４７－３４５６　メールアドレス：rikuzentakata.fm@gmail .com

※電話での対応はできかねますので、ファクスまたは電子メールで問い合わせください。	  

情報エブリィ・陸前高田

 陸前高田市内の情報をお届け

する情報番組です  	  

（月～土曜 ９時・１７時生放送）

松野サカエの
「はまってけらいん かだってけらいん」

玄米ニギニギ体操でおなじみ

の松野さんの人生トーク

（木曜１４時・月１回）

いわての昔ばなし

市内の朗読ボランティアによ

る岩手県の昔話です

（月曜１４時）

川柳５７５便

仙台シティエフエム（ラジオ

３）制作の川柳番組

（月曜１５時）

はちまるゴーゴー生ワイド

市内の店舗や仮設自治会の取り

組みなどを紹介する番組です

（水曜１５時・月２回生放送）

戸羽市長に聞く！

戸羽市長と AidTAKATA 代表・

村上清の対談番組

（土曜１５時・月１回生放送）

佐々木亮平先生と岩室紳也先生の
「元気の達人講座」

元気になる健康番組です

（水曜１４時）

みなみの福興ラジオ

中学生パーソナリティ・みな

みちゃんのトーク番組

（土曜１５時）

シリーズ支援活動 in 陸前高田

市内で支援活動などをされて

いる人々を紹介します

（火曜１５時・不定期）

ラジオ広報りくぜんたかた
ラジオ広報おおふなと　　

気仙二市の行政関連情報です

（月～土曜１０時・１３時・１８時）

ラジオ復興寄席

一般社団法人落語協会が提供

する落語番組です

（木曜１５時）

外国語放送の時間

中国語と英語による番組です

（火曜１４時）

気仙のじいちゃん 気仙のばあちゃん 
昔がたり

市内のおじいちゃん、おばあ

ちゃんからお話をお聞きしま

す

（金曜１４時）
まっととふっとの

「今、伝えたいこと」

市内の若者 2 人組まっと君と

ふっと君の音楽番組です

（土曜１４時）

榎ありさの
「そこのけ そこのけ 姫が通る！」

歌手の榎さんのトーク番組

（第２・第４火曜１５時）

陸前高田災害ＦＭ開局１周年
災害情報や生活に密着した話題を提供しています災害情報や生活に密着した話題を提供しています
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 情報エブリィ・陸前高田（生放送）

～陸前高田市内の情報、団体 / 企業などからのお知らせ・イベ

ント情報・お天気情報など～（６０分）	

ラジオ広報りくぜんたかた

～陸前高田市役所からの行政情報など～（３０分）	  	    

ラジオ広報おおふなと（気仙二市共通のお知らせ）

～大船渡市役所からの行政情報など～（３０分）	  	    

音楽タイム（演歌・歌謡曲）	  	    

情報エブリィ・陸前高田 （再放送）	  	    

ラジオ広報りくぜんたかた（再放送・３０分）	  	    

ラジオ広報おおふなと（両市共通）（再放送・３０分）	

 	    

月：いわての昔ばなし（読み聞かせサークル・ささ舟による朗読）

火：外国語放送の時間（中国語と英語による高田の情報番組）

水：佐々木亮平先生と岩室紳也先生の「元気の達人講座」

木：松野サカエの「はまってけらいん かだってけらいん」（月１回）

金：気仙のじいちゃん気仙のばあちゃん昔がたり

土：まっととふっとの「今、伝えたいこと」（高田の若者の番組）	

 	    

月：川柳５７５便（番組提供：仙台ラジオ３）

火：シリーズ支援活動 in 陸前高田（第１・３火曜日）

火：榎ありさの「そこのけそこのけ姫が通る！」（第２・４火曜日）

水：はちまるゴーゴー生ワイド！陸前高田（月２回・生放送）

木：ラジオ復興寄席（番組提供：一般社団法人落語協会）

土：みなみの福興ラジオ（中学生パーソナリティ番組）

土：戸羽市長に聞く！（市長対談：毎月第２土曜・生放送）	

 	    

月～土：音楽タイム（歌謡曲・J-POP）

土：ワンスターちゃんねる（大船渡の若者たちの番組・第１土

曜日）	  	    

情報エブリィ・陸前高田 （生放送）

～陸前高田市内の情報・お知らせなど～（６０分）	  	    

ラジオ広報りくぜんたかた（再放送・３０分）	  	    

ラジオ広報おおふなと（両市共通）（再放送）	 	    

再放送タイム （過去の番組の再放送）

月曜日～金曜日（夜１９：００～翌朝９：００）

土曜日・夜１９：００～月曜日・朝９：００	 	    

★再放送タイム

（過去の番組の再放送）

★市議会中継

※市議会の日は全時

間、生中継放送をしま

す

★特別番組

※市内の祭り、イベン

トなどを生中継でスタ

ジオとつなぐ特別番組

も放送しています

（例：うごく七夕、け

んか七夕、木炭まつり

など）

【壁などに貼り活用してください】

月　～　土時　間 日

　９：００

１０：００

１０：３０

１１：００

１２：００

１３：００

１３：３０

１４：００

１５：００

１６：００

１７：００

１８：００

１８：３０

１９：００

↓

　９：００

（２０１２年１２月現在）

【連絡先】

■お便りは、

〒０２９－２２０５

岩手県陸前高田市

高田町荒沢６６ー１

陸前高田災害ＦＭ

■メールは、

rikuzentakata.fm

@gmail.com

■ファクスは、

４７－３４５６です

陸前高田災害ＦＭ ・ 番組表陸前高田災害ＦＭ ・ 番組表



２０１２年（平成２４年）１２月１日号　⑥

高田第１

高田第２

高田第３

高田第４

気　　仙

広田第１

広田第２

広田第３

広田第４

広田第５

小友第１

小友第２

市立高田小学校

高田町和野会館

高田町小泉公民館

市立第一中学校

漁村センター
（長部コミセン）

市立広田小学校

広田町中沢浜公民館

広田町大陽公民館

広田町小袖公民館

広田町根岬集会所

ふるさとセンター（※）
（小友コミセン）

小友町矢の浦公民館

投票区 投 票 場 所

米崎第１

米崎第２

米崎第３

矢作第１

矢作第２

矢作第３

矢作第４

矢作第５

竹　　駒

横田第１

横田第２

横田第３

市立米崎中学校

米崎町和方会館

自然環境活用センター
（米崎コミセン）

旧矢作町財産区事務所

下矢作多目的研修センター
（下矢作コミセン）

生出多目的集会センター
（生出コミセン）

矢作町小黒山公民館

雪沢地域文化伝承会館

定住促進センター
（竹駒コミセン）

横田町第２区部落会館

横田基幹集落センター
（横田コミセン）

横田町第６区町内会館

投票区 投 票 場 所

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

は
、
本
市
に
居
住
し
て
い
る
平
成

四
年
十
二
月
十
七
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
す
。

　

ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て

き
た
場
合
、
平
成
二
十
四
年
九
月

三
日
ま
で
に
転
入
の
手
続
き
を
済

ま
せ
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
内
で
転
居
し
た
人
で
、
十
一

月
二
十
七
日
以
降
に
転
居
の
届
出

を
し
た
人
は
、
転
居
前
住
所
地
の

投
票
所
で
の
投
票
に
な
り
ま
す
。

　

入
場
券
は
、
十
二
月
七
日
ご
ろ

に
郵
便
で
皆
さ
ん
の
元
に
届
く
予

定
で
す
。

　

入
場
券
に
は
氏
名
や
住
所
・
性

別
・
投
票
所
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
届
い
た
ら
す
ぐ
に
記
載

内
容
を
確
認
し
、
間
違
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
場
合
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

入
場
券
は
、
投
票
日
ま
で
大
切

に
保
管
し
、
当
日
は
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場

合
や
、
入
場
券
が
な
い
（
届
か
な

い
）
場
合
で
も
、
本
人
確
認
を
し

た
上
で
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
当

日
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

候
補
者
名
で
投
票
す
る
「
小
選

挙
区
選
出
議
員
選
挙
」、
政
党
名

で
投
票
す
る
「
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
」、
や
め
さ
せ
た
方
が
よ

い
と
思
う
裁
判
官
に
×
印
を
つ
け

る
「
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
」
の
三
種
類
の
投
票
を
行
い
ま

す
。

　

学
生
な
ど
で
、
本
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
て
も
、
実
際
に

は
、
ほ
か
の
市
町
村
に
居
住
し

て
い
る
人
は
、
住
所
が
な
い
と

判
断
さ
れ
投
票
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

（※）小友第１投票区の投票場所は、昨年の選挙（岩手県知事、県議会議員及
び陸前高田市議会議員選挙）から変更しています。

最高裁判所裁判官国民審査

衆議院議員総選挙

１２月１６日（日）午前７時～午後７時 投票

　１１月１６日に衆議院が解散したことにより、１２月１６日に衆議院議員総選挙が行わ

れ、これにあわせて最高裁判所裁判官国民審査も同時に行われます。

　投票は、午前７時から午後７時まで、市内２４カ所の投票所で行われます。あなたの大

切な一票です。棄権せず、必ず投票しましょう。

　また、投票日に投票所へ行けない人は、期日前投票、不在者投票をしましょう。

投
票
で
き
る
人
は

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

三
つ
の
投
票
を
行
い
ま
す

学
生
の
皆
さ
ん
は
ご
注
意
を

■投票所一覧

衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査



⑦

　

投
票
日
に
投
票
所
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
期
日

前
投
票
と
不
在
者
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
で
は
、
投
票
日
と

同
じ
よ
う
に
期
日
前
投
票
所
で
投

票
で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
で
は
投
票
用
紙
を

封
筒
に
入
れ
、
封
筒
に
署
名
し
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

投
票
日
に
投
票
所
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
早
め
に
投
票

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
人

・
用
務
や
事
故
な
ど
で
自
分
の
投

票
区
の
区
域
外
に
い
る
人

・
病
気
や
ケ
ガ
、
出
産
な
ど
の
た

め
歩
行
が
困
難
な
人

　

た
だ
し
、
投
票
す
る
時
点
で
ま

だ
十
九
歳
の
人
に
つ
い
て
は
、
期

日
前
投
票
で
は
な
く
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

入
場
券
が
配
布
さ
れ
た
人
は
入
場

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
稼
ぎ
や
出
張
な
ど
の
た
め
、

ほ
か
の
市
町
村
に
長
期
滞
在
し
て

い
る
人
で
、
投
票
日
に
本
市
で
投

票
で
き
な
い
人
は
、
滞
在
し
て
い

る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

陸
前
高
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
あ
て
に
直
接
ま
た
は
郵
便

で
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
本
人
の
意
思
に
基
づ
き
代
理

人
が
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

請
求
に
基
づ
き
本
人
あ
て
に
投

票
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
滞

在
し
て
い
る
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
持
参
し
、
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
の
た
め
日
数
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
早
め

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　

震
災
に
よ
り
市
外
に
避
難
し
て

い
る
人
で
、
投
票
日
に
本
市
で
投

票
で
き
な
い
人
は
、
本
市
で
期
日

前
投
票
ま
た
は
避
難
先
の
市
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
の
投

票
用
紙
の
請
求
方
法
な
ど
は
、
前

記
の
「
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人

は
」
と
同
様
で
す
。

　

た
だ
し
、
避
難
先
に
住
民
登
録

を
移
し
た
人
で
、
避
難
先
の
市
町

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
避
難
先
の
市
町
村
で
の

投
票
と
な
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
や
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
で
、
そ
の
障
が

い
（
要
介
護
）
の
程
度
が
一
定
の

基
準
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

す
る
場
合
は
、
前
も
っ
て
郵
便
等

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
投

票
用
紙
を
請
求
す
る
際
は
、
そ
の

証
明
書
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
投
票
日

の
四
日
前
（
十
二
月
十
二
日
）
ま

で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

証
明
書
に
は
有
効
期
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
期
限
が
切
れ
て
い
る

場
合
は
、
改
め
て
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

が
い
の
程
度
が
一
定
の
基
準
に
あ

て
は
ま
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
選

挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
を
し
た

代
理
記
載
人
に
、
代
理
投
票
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
代
理

記
載
人
の
届
け
出
は
、
事
前
に
手

続
き
を
済
ま
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

不
在
者
投
票
所
の
指
定
を
受
け

て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
院
（
所
）
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
、
入
院
（
所
）
し
て
い

る
施
設
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
票
は
、
午
後
八
時
三
十
分
か

ら
市
立
第
一
中
学
校
体
育
館
で

行
い
ま
す
。
入
場
は
午
後
七
時

四
十
五
分
か
ら
で
す
。

　

本
市
の
有
権
者
は
、
こ
の
開
票

状
況
を
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
参
観
を
希
望
す
る
人
は
、
必

ず
ス
リ
ッ
パ
な
ど
の
上
履
き
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場

の
都
合
に
よ
り
、
参
観
で
き
る
人

は
先
着
順
で
二
百
人
ま
で
で
す
。

選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線

３
２
０
）
ま
で
。

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

期
日
前
投
票
で
き
る
人
は

市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
は

市
外
に
一
時
避
難
し
て

い
る
人
は

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

人
は

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
院（
所
）し
て
い
る
人
は

に
つ
い
て

開
票
状
況
の
参
観

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票
を
忘
れ
ず
に

十
二
月
十
六
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は

期日前投票の時間と場所

１２月５日（水）～１５日（土）

午前８時３０分～午後８時

市役所３号棟１階  第１会議室

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

期 間

時 間

場 所

※最高裁判所裁判官国民審査は
　１２月９日（日）から投票できます。
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【問い合わせ先】税務課市民税係（内線１００～１０２）

　生命保険、医療保険、介護保険などを対象とした一般生命保険料控除の枠を分離し、医療保険、介

護保険を対象とした介護医療保険料控除が新たに設けられました。

　平成２４年１月１日以降に締結した保険と平成２３年１２月３１日以前に締結した保険では、生命

保険料控除の取り扱いが異なりますので注意してください。

◎生命保険料控除の概要

全体の適用限度額　所得税１２万円・住民税７万円

新契約
新生命保険料控除

（所得税４万円・住民税２．８万円）

（遺族保障など）

旧契約
旧生命保険料控除

（所得税５万円・住民税３．５万円）

（遺族保障、介護保障、医療保障など）

介護医療保険料控除
（所得税４万円・住民税２．８万円）

（介護保障、医療保障）

新個人年金保険料控除
（所得税４万円・住民税２．８万円）

（老後保障）

旧個人年金保険料控除
（所得税５万円・住民税３．５万円）

（老後保障）

※新契約と旧契約の双方について控除を受ける場合の限度額は、所得税４万円、住民税２．８万円。

（１）平成２４年１月１日以後に締結した保険契約等（新契約）にかかる生命保険料控除

　そ れ ぞ れ の 控 除 の 適 用 限 度 額：所得税　４０, ０００円、住民税２８, ０００円

　３つの控除を合計した適用限度額：所得税１２０, ０００円、住民税７０, ０００円 

　控除額の計算方法については左ページの計算方法①をご覧ください。

※なお、平成２４年１月１日以降に更新した保険契約も新契約の対象となります。

（２）平成２３年１２月３１日以前に締結した保険契約等（旧契約）にかかる生命保険料控除

　そ れ ぞ れ の 控 除 の 適 用 限 度 額：所得税　５０, ０００円、住民税３５, ０００円

　２つの控除を合計した適用限度額：所得税１００, ０００円、住民税７０, ０００円 

　控除額の計算方法については左ページの計算方法②をご覧ください。

（３）新契約と旧契約の双方について保険料控除の適用を受ける場合の控除額

　新契約と旧契約の双方について一般生命保険料控除、または個人年金保険料控除の適用を受ける場合

は、それぞれ次に掲げる金額の合計額（１＋２）になります。

　１．新契約の支払保険料等につき、上記（１）の計算式により計算した金額

　２．旧契約の支払保険料等につき、上記（２）の計算式により計算した金額

※上記（２）の控除適用限度額にかかわらず、

　そ れ ぞ れ の 控 除 の 適 用 限 度 額：所得税　　４０, ０００円、住民税２８, ０００円

　全体の控除を合計した適用限度額：所得税　１２０, ０００円、住民税７０, ０００円 

平成２５年度住民税（平成２４年分所得税）から

生命保険料控除が変わります
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２０,０００円以下

２０,０００円超
４０,０００円以下

４０,０００円超
８０,０００円以下

８０,０００円超

所得税の生命保険料控除額

年間の支払保険料等 控　除　額

住民税の生命保険料控除額

年間の支払保険料等 控　除　額

支払保険料等の全額

支払保険料等×１／２
＋１０,０００円

支払保険料等×１／２
＋６,０００円

一律４０,０００円

１２,０００円以下

１２,０００円超
３２,０００円以下

３２,０００円超
５６,０００円以下

５６,０００円超

支払保険料等の全額

支払保険料等×１／２
＋６,０００円

支払保険料等×１／４
＋１４,０００円

一律２８,０００円  

　２５,０００円以下

　２５,０００円超
　５０,０００円以下

　５０,０００円超
１００,０００円以下

１００,０００円超

所得税の生命保険料控除額

年間の支払保険料等 控　除　額

住民税の生命保険料控除額

年間の支払保険料等 控　除　額

支払保険料等の全額

支払保険料等×１／２
＋１２,５００円

支払保険料等×１／４
＋２５,０００円

一律５０,０００円

１５,０００円以下

１５,０００円超
４０,０００円以下

４０,０００円超
７０,０００円以下

７０,０００円超

支払保険料等の全額

支払保険料等×１／２
＋７,５００円

支払保険料等×１／４
＋１７,５００円

一律３５,０００円  

２０,０００円以下

２０,０００円超
４０,０００円以下

４０,０００円超
８０,０００円以下

８０,０００円超

所得税の生命保険料控除額

年間の支払保険料等 控　除　額

住民税の生命保険料控除額

年間の支払保険料等 控　除　額

支払保険料等の全額

支払保険料等×１／２
＋１０,０００円

支払保険料等×１／２
＋６,０００円

一律４０,０００円

１２,０００円以下

１２,０００円超
３２,０００円以下

３２,０００円超
５６,０００円以下

５６,０００円超

支払保険料等の全額

支払保険料等×１／２
＋６,０００円

支払保険料等×１／４
＋１４,０００円

一律２８,０００円  

　２５,０００円以下

　２５,０００円超
　５０,０００円以下

　５０,０００円超
１００,０００円以下

１００,０００円超

所得税の生命保険料控除額

年間の支払保険料等 控　除　額

住民税の生命保険料控除額

年間の支払保険料等 控　除　額

支払保険料等の全額

支払保険料等×１／２
＋１２,５００円

支払保険料等×１／４
＋２５,０００円

一律５０,０００円

１５,０００円以下

１５,０００円超
４０,０００円以下

４０,０００円超
７０,０００円以下

７０,０００円超

支払保険料等の全額

支払保険料等×１／２
＋７,５００円

支払保険料等×１／４
＋１７,５００円

一律３５,０００円  

旧制度の控除額

新制度の控除額

一般生命保険料 介護医療保険料 個人年金保険料

５０,０００円（従来どおり） ー

ー ー４０,０００円

５０,０００円（従来どおり）

旧制度の控除額

新制度の控除額

一般生命保険料 介護医療保険料 個人年金保険料

３５,０００円 ー

ー ー２８,０００円

３５,０００円

旧制度の控除額

新制度の控除額

一般生命保険料 介護医療保険料 個人年金保険料

５０,０００円（従来どおり） ー

ー ー４０,０００円

５０,０００円（従来どおり）

旧制度の控除額

新制度の控除額

一般生命保険料 介護医療保険料 個人年金保険料

３５,０００円 ー

ー ー２８,０００円

３５,０００円

　旧制度で「一般生命保険料控除」「個人年金保険料控除」それぞれ所得税で５０,０００円の控除を

受けていて、新制度の対象になる平成２４年１月に新たに介護医療保険を契約（年間払込保険料

は８０,０００円超）。

平成２４年以後の保険料控除額は次のとおりです。

　（１）従来どおり「一般生命保険料控除」「個人年金保険料控除」の控除額は、旧制度の対象となる

のでそれぞれ所得税で５０,０００円、住民税で３５,０００円。

　（２）平成２４年に契約した介護医療保険は「介護医療保険料控除」の対象となり、新制度の対象

となるので控除額は所得税で４０,０００円、住民税で２８,０００円。

　（３）最後に３つの保険料控除を合計します。

【計算例】

＜所得税の場合＞

＜住民税の場合＞

３つの保険料控除を合わせた適用限度額は１２０,０００円なので、所得税の控除額は１２０,０００円。

３つの保険料控除を合わせた適用限度額は７０,０００円なので、住民税の控除額は７０,０００円。

◎平成２４年度住民税（平成２３年分所得税）から扶養控除が見直されています

　平成２４年度住民税（平成２３年分所得税）から１６歳未満の扶養親族の控除が廃止され、１６歳以

上１９歳未満の扶養親族の控除額上乗せ部分が廃止されました。

　１６歳未満の人について「扶養控除」を計上することはできなくなりますが、市県民税の非課税限度

額を計算するため、１６歳未満の扶養親族としている人についても、市に申告する必要があります。

　この申告が漏れると、今まで非課税だった人および均等割額のみ負担していた人の住民税額が増えて

しまう場合がありますので、年末調整や申告時に記入漏れがないよう注意してください。詳しくは、市

ホームページにも掲載しています。

①新契約にかかる生命保険料控除額の計算方法

②旧契約にかかる生命保険料控除額の計算方法
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高田保育所

小友保育所

長部保育所

矢作保育所

広田保育園

米崎保育園

横田保育園

竹駒保育園※

下矢作保育園

市外の保育所

保育所（園）名 所　　在　　地 電　　話

Ａ

Ｂ

特Ｂ

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｄ１

Ｄ２

Ｄ３

Ｄ４

Ｄ５

Ｄ６

Ｄ７

Ｄ８

Ｄ９

階層区分 適　　　　　要 ３歳未満児 ３歳児 ４歳以上児

米崎町字川内１２８番地２

小友町字柳沢前１１４番地

気仙町字牧田８番地

矢作町字二又２０番地４

広田町字天王前５２番地

米崎町字川内１４０番地１

横田町字黄金山４４番地

竹駒町字館４４番地（竹駒コミセン敷地内）

矢作町字諏訪４４番地 

（社会福祉課で受け付け）

５４ー３１５７

５６ー２８００

５５ー３０３１

５８ー２２０４

５６ー３０００

５５ー３０４７

５９ー２０２３

５５ー４３４５

５５ー２５２３

５４ー２１１１

生活保護世帯

非課税世帯

非課税世帯のうち母子世帯など

市民税均等割のみ

市民税所得割１円～５,０００円未満

市民税所得割５,０００円以上

所得税２,０００円未満

所得税２,０００円～５,０００円未満 

所得税５,０００円～１０,０００円未満

所得税１０,０００円～２０,０００円未満

所得税２０,０００円～４０,０００円未満

所得税４０,０００円～７１,０００円未満

所得税７１,０００円～１０３,０００円未満

所得税１０３,０００円～４１３,０００円未満

所得税４１３,０００円以上

０

６,０００

０

１３,０００

１６０００

１８,５００

２１,０００

２４,０００

２６,０００

２８,０００

３０,０００

３３,０００

３６,０００

０

４,０００

０

１０,０００

１３,０００

１５,５００

１８,０００

２１,０００

２３,０００

２５,０００

２７,０００

３０,０００

３３,０００

０

４,０００

０

１０,０００

１３,０００

１５,５００

１８,０００

２１,０００

２３,０００

２５,０００

２７,０００

２８,５００

高田保育所

小友保育所

長部保育所

矢作保育所

広田保育園

米崎保育園

横田保育園

竹駒保育園※

下矢作保育園

市外の保育所

保育所（園）名 所　　在　　地 電　　話

Ａ

Ｂ

特Ｂ

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｄ１

Ｄ２

Ｄ３

Ｄ４

Ｄ５

Ｄ６

Ｄ７

Ｄ８

Ｄ９

階層区分 適　　　　　要 ３歳未満児 ３歳児 ４歳以上児

米崎町字川内１２８番地２

小友町字柳沢前１１４番地

気仙町字牧田８番地

矢作町字二又２０番地４

広田町字天王前５２番地

米崎町字川内１４０番地１

横田町字黄金山４４番地

竹駒町字館４４番地（竹駒コミセン敷地内）

矢作町字諏訪４４番地 

（社会福祉課で受け付け）

５４ー３１５７

５６ー２８００

５５ー３０３１

５８ー２２０４

５６ー３０００

５５ー３０４７

５９ー２０２３

５５ー４３４５

５５ー２５２３

５４ー２１１１

生活保護世帯

非課税世帯

非課税世帯のうち母子世帯など

市民税均等割のみ

市民税所得割１円～５,０００円未満

市民税所得割５,０００円以上

所得税２,０００円未満

所得税２,０００円～５,０００円未満 

所得税５,０００円～１０,０００円未満

所得税１０,０００円～２０,０００円未満

所得税２０,０００円～４０,０００円未満

所得税４０,０００円～７１,０００円未満

所得税７１,０００円～１０３,０００円未満

所得税１０３,０００円～４１３,０００円未満

所得税４１３,０００円以上

０

６,０００

０

１３,０００

１６０００

１８,５００

２１,０００

２４,０００

２６,０００

２８,０００

３０,０００

３３,０００

３６,０００

０

４,０００

０

１０,０００

１３,０００

１５,５００

１８,０００

２１,０００

２３,０００

２５,０００

２７,０００

３０,０００

３３,０００

０

４,０００

０

１０,０００

１３,０００

１５,５００

１８,０００

２１,０００

２３,０００

２５,０００

２７,０００

２８,５００

　市は、平成２５年度の保育所・園（以下、保育所）の入所申込の受

け付けを１２月１０日（月）から始めます。

　保育所には、①就労、②出産、③疾病、④看護などの理由により、

家庭内で児童を保育できない場合に入所することができます。なお、

平成２５年度４月以降の月からの入所を希望する人も申し込みをお願

いします。

　また、竹駒保育園は平成２５年４月より現在建設中の新園舎で保育

を実施する予定です。

▽申込方法　申込書や各種提出書類は、市内の保育所と社会福祉課で、

１２月７日（金）から配布し、１２月１０日（月）から１２月２１日（金）

まで受け付けを行います（土日祝日を除く）。

▽保育料　保育料は「平成２４年中所得にかかる所得税」または「平

成２４年度市民税」の額で決定されます。下記の徴収基準表を参考に

してください。

　詳しくは、申込用紙とともに配布される「保育所（園）入所申し込

み案内」、または、社会福祉課児童福祉係（内線２３５）および各保育

所まで。

▽保育所（園）所在地および連絡先

※竹駒保育園の入所受付は仮設園舎、面接は旧竹駒保育園（竹駒コミセン向かい）で行います。

■平成２４年度保育料徴収基準表（参考）

※平成２５年度保育料は変更になる場合があります。

１２月中旬が受付期間です

平成２５年度 保育所（園）入所申込保育所（園）入所申込
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【問い合わせ先】健康推進課保健係（内線２４２）

月 日　　　　程

２１日（金）、２２日（土）、２３日（日）、２４日（月）

１１日（金）、１２日（土）、１３日（日）、１４日（月）

　８日（金）、　  ９日（土）、１０日（日）、１１日（月）      

　８日（金）、　  ９日（土）、１０日（日）、１１日（月）    

１２月

１月

２月

３月

備　　　考

※１．調査地域については、調査の進ちょく

　　状況により決定します。

※２．訪問調査にあたっては、皆さんのご協

　　力をお願いします。 

◆陸前高田市保健医療福祉未来図会議

　この会議は、震災後、本市にかかわる保健・医療・福祉関係者（全国からの応援チームや他分野の

関係者を含む）が一堂に会し開催されてきたもので、本市の保健医療福祉の現状と課題を共有し、復

興に向けた直近の対策から未来像を議論する場となっています。この会議の中で陸前高田市保健医療

福祉未来図推進運動の一環として、「はまってけらいん、かだってけらいん運動」が提唱されました。

☆集い・話すことで…

　今回の震災で、市内に住んでいる人、本市にかかわりのある人誰もが、さまざまなストレスを抱え続

けています。ストレスの克服と聞くと、「カウンセリング」や「こころのケア」といったものを想像して

しがちです。しかし、それらとともに効果的かつ重要なことは、一人ひとりが誰かと言葉を交わし、気

が付けばお互いの心を癒しているという時間や場所があることです。

☆「はまってけらいん、かだってけらいん運動とは」…
　「はまってけらいん、かだってけらいん運動」は、日常生活の中 ( 食卓、買い物、井戸端会議、病院の

待合室など ) のあらゆる場面やイベントなど、人が集まる機会に、はまって ( 集まって・加わり一緒にな

って ) かだる ( 語る・話をする ) ことを目指しています。この実現のために、特別な場所ではなく、人が

集うさまざまな場面で、人の輪の中にはまり、かだるということが自然と生み出される場づくりを目指し、

そのことが「大切な、大事なこと」と市民の皆さんで共有できるようにしていきたいと考えています。

☆この運動を広げるために…

　「はまってけらいん、かだってけらいん運動」を広く市民に広げるために、各集会施設や事業所だけで

はなく、人が集い、語るさまざまな場に「のぼり旗、ステッカー」を設置・掲示し、この運動の周知を

図っていきます。皆さんの積極的な参加、協力をお願いします。

　震災後１年半以上経過する中で、被災者を中心に２回の健康生活調査を実施してきました。今回

の調査は、住宅が被災していない住民を対象に健康・生活の状況把握を行います。生活・医療・福

祉の面などにおいて、困難な状況に直面している住民に対して適切なサービスを提供するため、関

係機関との連携を密にするとともに、家庭訪問によって「こころのケア」の一助とすることを目的

に９月から実施しています。この調査は、県内の市町村および全国の保健師ボランティアなどの協

力により実施されています。これも「はまってけらいん、かだってけらいん運動」の一環として位

置づけられていますので、訪問する保健師などと一緒にかだってみましょう。

【今後の訪問調査日程】

　原則は金曜日から月曜日に随時実施し、各月に強化週間として下記の日程により集中して実施するこ

ととしています。調査の日程は下表のとおりです。

健康生活調査を実施しています

“人と人とのつながりがこころを癒やす”

「はまってけらいん、かだってけらいん運動」を推進します
（はまって＝加わり一緒になって、 かだって＝ （語） お話をする）

「はまってけらいん、かだってけらいん運動」を推進します「はまってけらいん、かだってけらいん運動」を推進します
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洋　　画
日 本 画
水 墨 画
ちぎり絵
切　　絵
絵 手 紙
書　　道
俳　　句
短　　歌

部  門 点数 規　格　な　ど
２
２
２
１
１
１
１
２
２

部　　　門 点数 規　格　な　ど
２
２
２
２
２
１
１
１

１００号以内
指定なし
指定なし
指定なし
指定なし
幅９０㎝以内
全紙以内・表装・表具・釈文
当季雑詠句
雑詠歌        

川　　柳
写　　真
銘　　石
陶　　芸
彫　　刻
手　　芸
生　　花

フラワーアレンジメント

雑詠句
４つ切～全倍・吊り下げ可能なパネル
指定なし
指定なし
指定なし
指定なし
指定なし
指定なし

　市民芸術祭実行委員会では、市民芸術祭展示部門作品展に出品する作品を広く募集します。

▽展示期間　平成２５年２月９日（土）～２月１０日（日）

▽展示会場　米崎コミセン

▽応募資格　市内に在住または勤務する人。もしくは、賛助会員と認められる人（震災後、他市町村に

　避難のため転出した人も対象とします）。

▽申込方法　市民芸術祭事務局（市芸術文化協会、生涯学習課）に用意してある出品票に必要事項を記

　入のうえ、提出してください。

▽申込締切　平成２５年１月１１日（金）

▽会場設営・作品展示作業　平成２５年２月８日（金）午後１時３０分～

▽会場撤去・作品搬出作業　平成２５年２月１１日（月）午前９時～

・各部門とも題材は自由です。

・その他創作作品や規格外の作品を出品したい場合は、同事務局まで問い合わせください。

　詳しくは、同事務局（市芸術文化協会内線２６３、生涯学習課内線２５４）まで。

　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側で診療所を開設しています。１２月の診療日程は下表のと

おりです。

※１．子どもの精神的なサポートを目的として、県内外の専門医による「子どもの心のケア」の診療科

を開設しています。原則として事前予約制になりますので、当診療所に問い合わせください。

※２．診療科は、日によって異なります。また、都合で変更になる場合があります。

　詳しくは、高田診療所（５３－２１１０）まで。※診療日のみ通話可

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 １２月の診療日程岩手県医師会高田診療所

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

１２月　６日（木）

１２月　８日（土）

１２月　９日（日）

１２月１２日（水）

１２月１３日（木）

１２月１５日（土）

１２月１６日（日）

１２月１９日（水）

１２月２０日（木）

１２月２２日（土）

１２月２３日（日）

１２月２４日（月）

１２月２６日（水）

１２月２７日（木）

１２月２９日（土）

１２月３０日（日）

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

内科系、外科系、小児科、子どもの心

内科系、外科系、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科 

外科系、小児科、皮膚科（要予約）

内科系、外科系、小児科

内科系、外科系、小児科、心療内科、子どもの心

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

泌尿器科、子どもの心、皮膚科（要予約）

内科系、小児科

内科系、外科系、小児科、心療内科、子どもの心 

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科  

外科系、小児科

外科系、小児科、子どもの心、皮膚科（要予約）

外科系、小児科

外科系

外科系、小児科  

第４６回 陸前高田市民芸術祭 展示部門作品募集
つなげよう　高田の芸術　文化の輪

展示部門作品募集

つなげよう　高田の芸術　文化の輪
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医　療　機　関　名 連　絡　先

吉田歯科医院

きかわだ歯科クリニック

気仙歯科クリニック

０１９２－５４－４５６６

０１９２－５７－１１８８

０１９２－５５－３２３８

医　療　機　関　名 連　絡　先

広田歯科医院

たかた歯科医院

平成歯科医院

０１９２－４７－３３９３

０１９２－５５－５０１１

０１９２－５５－２８００

コカリナ講座 午　前　の　部

平成２４年１２月１８日（火）

１１：００～１２：３０

小友コミセン・集会室

平成２４年１２月１８日（火）

１４：００～１５：３０

竹駒コミセン・集会室

平成２５年１月１８日（金）

１１：００～１２：３０

小友コミセン・集会室

平成２５年１月１８日（金）

１４：００～１５：３０

竹駒コミセン・集会室

平成２５年２月１８日（月）

１１：００～１２：３０

小友コミセン・集会室

平成２５年２月１８日（月）

１４：００～１５：３０

竹駒コミセン・集会室

第１回

第２回

第３回

コカリナ講座

午　後　の　部

　ＮＰＯ法人日本コカリナ協会によるコカリナ講座を開催しま

す。

　どなたでも簡単に演奏できるようになりますので、楽器を始

めたい人、コカリナに興味のある人、何か趣味を見つけたい人

など、多くの参加をお待ちしています。

▽日程

▽定員　午前の部、午後の部各２０人

▽使用するコカリナ　高田松原の松の木で製作したバリトンコカリナ

▽受講料　無料。ただし、コカリナ代として２, ０００円負担していただきます。

▽その他　講座は全３回で午前・午後同一の内容です。

　詳しくは、生涯学習課（内線２５１）まで。

　市は、満５歳から９歳の子どもを対象にシーラント充填事業を行って

います。むし歯予防のために活用をお願いします。希望する人は、歯科

医院に直接予約をお願いします。

▽シーラント充填とは　６歳臼歯（第一大臼歯）と呼ばれる奥歯の、かみ合う面（咬合面）にできるむ

し歯の予防法です。むし歯になりやすい奥歯の溝を合成樹脂で埋めることにより、むし歯を予防します。

▽対象年齢　本市に住所を有する満５歳から９歳の子ども（平成１５年４月２日～平成１９年４月１日

生）。現在小学３年生の子どもは、来年度には受けられなくなりますので、本年度中に利用してください。

▽料金　無料（４歯分）

▽持参するもの　①シーラント充填券、②保険証

※シーラント充填券は、子どもが満５歳の時にすでに発行しているものです。紛失・流失などで持って

いない場合は再発行をしますので、健康推進課保健係まで連絡してください。

▽実施医療機関

高田松原の松でつくったコカリナ

　詳しくは、健康推進課保健係（内線２４０・２４１）まで。

♪高田松原の松の木でつくった楽器です♪

コカリナ講座受講生募集

満５歳から９歳の子どもの保護者の皆さんへ

シーラント充填を実施

コカリナ講座受講生募集
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健（検）診内容 対　　象　　者

若年者健康診査

特定健康診査

高齢者健康診査

結核健診

肝炎ウイルス検査

前立腺がん検診

胃がん検診

受　　診　　料

１８～３９歳（職場健診を受診した人を除く）

４０～７４歳の市国保加入者

７５歳以上の後期高齢者医療制度加入者

職場健診を受診した人を除く

※４０歳以上の受診希望者

（過去に受診済の人は除く）

※５０歳以上の受診希望者

※受診希望者

無料    

２,０００円（市民税課税者）

１,０００円（市民税非課税者）（どちらも免除あり）

５００円（市民税課税者）（免除あり） 

無料

１,０００円（免除あり）  

１,０００円

◎市民税課税者…２,０００円

◎市民税非課税または７０歳以上の人…無料  

　出稼ぎ労働者を対象とした健康診断を実施します。

※医療保険の種類によって、健診内容が異なります。また、当日は保険証（国保・土木国保・左官国保など）

の種類を確認しますので、必ず健康保険証を持参してください。

▽期日　１月４日（金）

▽受付時間　午前７時３０分～９時３０分

▽場所　市役所３号棟１階

▽健康診断実施表

※１．若年者健康診査、結核健診は、職場健診を受診した人を除きます。

※２．被災された人で「医療費の一部負担金等免除証明書」もしくは「り災証明書」（一部損壊は除く）

を持っている人は、特定健康診査、高齢者健康診査、肝炎ウイルス検査、胃がん検診、の受診料が免除

されます。（証明書を持参してください）

　詳しくは、商工観光課商工労働係（内線２７１）まで。

　市は、震災により被害を受けた中小企業者の事

業再開を支援し、地域経済基盤の再興と就業機会

の確保を図るため、被災した中小企業の店舗・工場、

機械・装置などの復旧経費への補助を行っており、

このたび、補助限度額の業種ごとの区別をなくし、

限度額を一律２,０００万円とする改正を行いました。

▽補助対象者　東日本大震災津波により、事業拠

点の主たる事業用資産が滅失し、市内で事業を再

開しようとする中小企業者。

▽補助金の対象となる経費　東日本大震災津波に

より滅失した事業用資産のうち、事業再開のため

に不可欠な建物およびその附属設備、構築物、機

械および装置の取得に要する経費。（重機などの自

走式作業用機械装置は除く）

▽補助額および限度額

・（補助額）補助対象となる経費の２分の１以内の額

・（限度額）２,０００万円

▽雇用要件　平成２７年度末までに、被災時の従

業者数を回復すること。

▽申請期限　平成２４年度分は、１２月２８日（金）

まで

　詳しくは、企業立地雇用対策室（内線２７３）

まで。

　市は、高田地区と今泉地区における土地区画

整理事業について、９月に先行地区の事業認可

を受けて事業を進めていますが、対象地区を被

災した市街地全体へ拡大するため、平成２５年

２月に都市計画決定を行う予定としています。

　この計画および関連する事業についての説明

会を、次のとおり開催します。

▽日時

・１２月２１日（金）午後７時から８時３０分まで

・１２月２２日（土）午後１時３０分から３時まで

▽場所　高田小学校体育館

▽説明内容

①高田地区・今泉地区（全体区域）土地区画整

理事業について、対象地区における個別希望確

認調査結果を踏まえた事業区域および今後のス

ケジュール

②都市計画道路（補助幹線道路）にかかる変更

についての概要

③国道４５号の変更についての概要

④公園事業（メモリアル公園）の計画

　詳しくは、都市計画課区画整理係（内線

４６２）まで。

忘れずに受診しましょう 出稼ぎ労働者の健康診断

都市計画決定に向けた
住民説明会を開催補助限度額改正のお知らせ

中小企業被災資産復旧事業費補助金

忘れずに受診しましょう



⑮

　ハローワークでは、下表のとおり就職支援ナビゲーターによる就職支援相談会を開催します。

この相談会での相談は、雇用保険受給者の失業認定申告書の「就職活動」に該当します。雇用保険

受給資格者証を持っている人は、提示をお願いします。

▽相談内容　就職相談、情報提供、雇用保険失業給付手続方法、または職業訓練受講給付金を受給

しながらの職業訓練の案内など。

　詳しくは、ハローワーク大船渡就職支援ナビゲーター（☎２７－４１６５）まで。

ふたご座流星群とは…ふたご座流星群とは…

　

障
が
い
福
祉
に
関
す
る

情
報
を
、
フ
ク
シ
ア
の
花

言
葉
《
温
か
い
心
》
を
こ

め
て
お
届
け
す
る
こ
の
コ

ー
ナ
ー
。
第
三
回
は
、
手

話
サ
ー
ク
ル
「
コ
ス
モ
ス
」

を
紹
介
し
ま
す
。

○
手
話
サ
ー
ク
ル

『
コ
ス
モ
ス
』
の
歴
史

　

昭
和
五
十
七
年
、
市
で

手
話
演
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
時
の
受
講
生

が
、
翌
年
五
十
八
年
、「
聴

覚
障
が
い
者
と
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
、
手
話
の
で
き

る
人
を
よ
り
多
く
増
や
し

な
が
ら
、
聴
覚
障
が
い
者

の
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

を
目
指
そ
う
」
を
目
標
に
、

手
話
サ
ー
ク
ル
を
結
成
し

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

○
ど
う
し
て
コ
ス
モ
ス
な
の
？

　

コ
ス
モ
ス
は
、
見
た
目

は
優
し
く
可
憐
な
花
で

す
が
、
ど
ん
な
に
倒
さ
れ

て
も
、
芯
が
強
く
太
陽
に

向
か
っ
て
立
ち
上
が
り
ま

す
。

　

「
コ
ス
モ
ス
の
よ
う
に
、

優
し
く
、
寄
り
添
い
、
つ

な
が
り
を
強
く
持
っ
て
歩

ん
で
い
き
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
か
ら
、
こ
の
サ
ー

ク
ル
名
に
な
り
ま
し
た
。

○
皆
さ
ん
へ

　

以
前
は
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま

し
た
。
震
災
後
、
活
動
で

き
な
い
期
間
が
続
き
ま
し

た
が
、「
み
ん
な
と
会
っ

て
話
が
し
た
い
！
」
と
い

う
気
持
ち
が
募
り
、
昨
年

の
九
月
に
よ
う
や
く
集
ま

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
毎
週
火
曜
日
夜

七
時
か
ら
八
時
三
十
分
ま

で
、
高
田
町
大
隅
地
区
の

「
作
業
所
き
ら
り
」
敷
地

内
に
あ
る
「
和
み
ホ
ー
ル
」

を
借
り
、
交
流
や
学
習
を

中
心
と
し
た
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
活
動
日
に
「
和
み
ホ

ー
ル
」
を
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
内
線
２
３
１
ま
た

は
２
３
２

▽日時　１２月１４日（金）午後６時～８時（午後５時４０分から受け付け開始）

▽会場　小友コミセン

▽内容　ふたご座流星群、冬の星座の観察、木星、星団の観望、

　　　　岩手大学天文部員による天体講座

※流星群などは外で観察しますので、必ず防寒対策をしてください。

※天体望遠鏡、星座早見盤は準備しています。

　年間三大流星群の一つ。一晩に見られる流星数としては年間最大の流星群で、条件が整
うと一晩の流星数が５００個を越える時もあります。１時間あたりの流星数も４０個から
６０個、多いときには１００個近くに達します。最近は明るい流星や流星痕の出現も観測
されており、とても印象的な流星群です。

▽講師　小林信雄氏

▽対象　市内在住者で小中学生も歓迎します。中学生以下は保護者同伴で、先着順３０人まで。（参加無料）

▽申込方法　電話・ファクス・メールで１２月１３日（木）正午までに生涯学習課に申し込んでください。

（内線２５５、ファクス５４－３８８８、電子メール syogai@city.rikuzentakata.iwate.jp）

１２月１１日（火）　 ９：３０～１１：３０ モビリアセンターハウス

１２月１１日（火）１３：３０～１５：００

１２月１４日（金）１０：００～１２：００ 矢作小学校仮設団地談話室

１２月１８日（火）　 ９：３０～１１：３０ 横田中学校仮設団地（５－５号室）

１２月１８日（火）１３：３０～１５：００ 米崎中学校仮設団地談話室

１２月２１日（金）１０：００～１２：００ 米崎小学校仮設団地集会所

１２月　７日（金）１０：００～１２：００ 矢作小学校仮設団地集会所
開　催　日　時 開　催　場　所

高田高校仮設団地集会所

１２月の就職支援相談会

連　載　③

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

✿
✿

✿

ふたご座流星群・木星をみよう！冬の天体観察会 ふたご座流星群・木星をみよう！



２０１２年（平成２４年）１２月１日号　⑯

　

広
田
・
小
友
・
米
崎
統
合
中
学

校
の
新
た
な
学
校
建
設
に
あ
た

り
、
現
在
、
設
計
業
者
選
定
の
た

め
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
企

画
・
提
案
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
選
考
過
程
の
一
部
を
、

次
の
と
お
り
市
民
に
公
開
し
ま

す
。

【
二
次
審
査
会
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
】

▽
日
時　

十
二
月
十
六
日
（
日
）

午
後
一
時
～
三
時

▽
会
場　

市
役
所
四
号
棟

　

詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
管
理

係
（
内
線
２
８
２
）
ま
で
。

　

国
際
交
流
の
祭
り
「
ワ
ン
・

ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
タ
in
り
く

ぜ
ん
た
か
た
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
本
人
・
外
国
人
問
わ
ず
、
楽

し
く
文
化
交
流
が
で
き
る
機
会

で
す
。

▽
日
時　

十
二
月
十
五
日
（
土
）

午
前
十
一
時
～
午
後
二
時

▽
場
所　

米
崎
コ
ミ
セ
ン

▽
そ
の
他　

参
加
費
無
料
、
事
前

申
込
不
要

　

詳
し
く
は
、
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局
（
学
校
教
育
課
内
、
内
線

２
８
４
）
ま
で
。

　

十
二
月
二
十
二
日
（
土
）
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
自
由
乗
車
制
か
ら
予

約
制
に
変
更
し
ま
す
。

▽
予
約
方
法
（
乗
車
日
一
カ
月
前

か
ら
）

・
宮
城
交
通
・
高
速
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
２
ー
２
６
１
ー

５
３
３
３
）

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
端

末
機

・
発
車
オ
ー
ラ
イ
ネ
ッ
ト(http://

w
w

w
.j-bus.co.jp)

　

詳
し
く
は
、岩
手
県
交
通
㈱
（
☎

０
１
９
ー
６
０
４
ー
１
５
５
１
）

ま
で
。

　

十
二
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で

は
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
で
す
。

　

平
成
十
八
年
六
月
に
「
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎
年
こ
の
時

期
が
啓
発
週
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

は
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

解
決
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
関

心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、大
船
渡
警
察
署
（
☎

２
６
ー
０
１
１
０
）
ま
で
。

　

大
型
絵
本
「
ま
ど
か
ら
お
く
り

も
の
」、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
く

ろ
ね
こ
か
あ
さ
ん
」
な
ど
、
た
の

し
い
お
話
を
た
く
さ
ん
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

十
二
月
十
五
日
（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

▽
場
所　

竹
駒
コ
ミ
セ
ン

▽
対
象　

幼
児
、
児
童
、
保
護
者

　

詳
し
く
は
、
陸
前
高
田
こ
ど
も

図
書
館
ち
い
さ
い
お
う
ち
（
☎

５
４
ー
３
２
２
７
９
）
ま
で
。

　

住
居
・
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

な
ど
の
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
求

職
活
動
を
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
気
仙
地
域
の
関
係
機
関
の
窓

口
を
一
カ
所
に
参
集
し
相
談
す

る
こ
と
に
よ
り
、
各
機
関
で
実
施

し
て
い
る
支
援
策
を
周
知
・
選
択

で
き
る
効
果
を
期
待
し
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
を
実

施
し
ま
す
。

▽
日
時　

十
二
月
十
一
日
（
火
）

午
前
九
時
～
正
午

▽
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
船
渡

▽
内
容　

仕
事
、
住
ま
い
、
く
ら

し
、
こ
こ
ろ
、
多
重
債
務
な
ど
の

相
談

　

詳
し
く
は
、
大
船
渡
公
共
職
業

安
定
所
（
☎
２
７
ー
４
１
６
５
）

ま
で
。

▽
日
時　

十
二
月
十
五
日(

土)

、

十
六
日
（
日
）
い
ず
れ
も
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時

▽
会
場　

一
関
工
業
高
等
専
門
学

校
（
送
迎
バ
ス
有
り
）

▽
対
象　

高
校
生
以
上
で
、
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
こ
と
の

あ
る
人

▽
内
容　

【
十
二
月
十
五
日
（
土
）】

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー
ド
中
級
）」

…
案
内
状
や
回
覧
板
の
作
成

▽
定
員　

二
十
人
程
度

▽
参
加
費　

無
料

【
十
二
月
十
六
日
（
日
）】

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
エ
ク
セ
ル
中

級
）」
…
関
数
の
利
用
、
簡
単
な

マ
ク
ロ

▽
定
員　

二
十
人
程
度

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け

ま
す
。（
☎
０
１
９
１
ー
２
４
ー

４
８
７
１
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）、
電
子

メ
ー
ル
：renkei@

ichinoseki.

ac.jp

）

※
参
加
希
望
の
講
座
名
、
氏
名
、

ささき　とわ
ちゃん

こんの　りお
ちゃん

さとう　みさき
ちゃん

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
二
十
四
年
十
月
健
診
分
②

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

新
た
な
学
校
建
設
に
つ
い
て

設
計
業
者
選
定
（
一
部
）
を
公
開

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

『
ワ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
タ
』

予
約
制
に
変
更
し
ま
す

高
速
バ
ス
「
大
船
渡
仙
台
線
」

大
船
渡
警
察
署
か
ら

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
の
お
知
ら
せ

本
を
通
じ
て
ハ
ッ
ピ
ー
に

ち
い
さ
い
お
う
ち
ク
リ
ス
マ
ス
会

悩
み
を
抱
え
る
求
職
者
が
対
象
で
す

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ

一
関
高
専
か
ら

パ
ソ
コ
ン
と
環
境
の
セ
ミ
ナ
ー



⑰

とば　ゆうた
ちゃん

しばた　めい
ちゃん

◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　小　林　翔
しょう

　太
た

（神明前・喜範・10/22）

横田　荒　木　優
ゆう

　奈
な

（志田実・良介・11/7）

竹駒　…

気仙　河　野　陽
ひ

　菜
な

（水上・純一・10/30）

　　　菅　沼　共
とも

　喜
き

（田の浜・善久・11/3）

髙田　栗　村　海
かい

　誠
せい

（洞の沢・義也・10/14）

米崎　村　上　　　佳
けい

（西風道・裕樹・10/18）

小友　…

広田　…

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　小野寺　コギク（金屋敷・92・10/31）

　　　佐　藤　正　弘（的場・71・11/6）

　　　堀　井　イワ子（山崎・85・11/6）

横田　斎　藤　　　祐（久連坪・27・10/19）

竹駒　金　野　信　一（仲の沢・83・10/30）

　　　菅　野　　　定（上壺・91・11/11）

気仙　…

高田　千　葉　照　子（鳴石・75・10/16）

　　　菅　野　國　夫（砂畑・83・10/17）

　　　佐々木　みわ子（山苗代・59・10/18）

　　　畠　山　昭　作（中和野・84・11/4）

　　　及　川　鉄　子（西和野・86・11/5）

　　　村　上　米　子（曲松・80・11/7）

　　　及　川　志　郎（西和野・72・11/9）

米崎　熊　谷　陽　平（川内・82・10/18）

　　　髙　井　良　夫（館・88・10/29）

　　　金　　　　　侃（神田・82・11/1）

　　　佐　藤　安　夫（松峰・69・11/14）

小友　黄川田　隼　郎（衣地・78・10/15）

　　　木川田　英　雄（沢辺・84・10/24）

　　　大　和　忠　治（小崎下・94・10/29）

広田　菅　野　政　子（前花貝・52・10/21）

　　　伊　藤　スハコ（集・88・10/29）

　　　伊　藤　彦　造（泊・76・10/31）

　　　菅　野　賢　治（泊・62・11/3）

　　　長　野　唯　市（久保・80・11/8）

慶  弔（届出日：１０/１６～１１/１５）

住
所
、
電
話
番
号
、
バ
ス
利
用
希

望
に
つ
い
て
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
締
切　

十
二
月
十
二
日（
水
）

▽
バ
ス
行
程

【
往
路
】

・
午
前
七
時
四
十
分　

陸
前
高
田

市
役
所

・
午
前
九
時
五
十
分　

一
関
高
専

着

【
復
路
】

・
午
後
四
時
十
分　

一
関
高
専

・
午
後
六
時
二
十
分　

陸
前
高
田

市
役
所

　

一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｔ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
で
は
、
在
宅
ワ
ー
ク

や
テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
就
業
を
促
進

す
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
働
き
方
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

▽
日
時　

十
二
月
十
五
日
（
土
）

午
後
二
時
～
四
時

▽
場
所　

な
つ
か
し
い
未
来
創
造

株
式
会
社
事
務
所
内
（
陸
前
高
田

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
内
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

Ｓ
Ａ
Ｖ

Ｅ 

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
（
平
日
午
前

九
時
～
午
後
六
時
、
☎
４
７
ー

３
２
８
７
）

　

本
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
活
動

報
告
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
、
キ
ャ
ン
ド
ル
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
校
五
年
生
以
上
の

子
ど
も
、
大
人
計
三
十
人
程
度

▽
日
時　

十
二
月
十
六
日
（
日
）

午
後
二
時
三
十
分
～
午
後
四
時

三
十
分

▽
場
所　

陸
前
高
田
ま
ち
づ
く
り

協
働
セ
ン
タ
ー
（
高
田
町
大
隅
）

▽
申
込
締
切　

十
二
月
十
三
日（
木
）

▽
申
込
先　

セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル

ド
レ
ン
（
☎
０
１
９
８
ー
６
８
ー

３
０
６
８
）

　

〝
憩
え
る
！ 

集
え
る
！ 

元
気

を
発
信
す
る
！ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
〟
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

▽
日
時　

十
二
月
十
五
日
（
土
）

午
前
十
時
開
場
、
午
前
十
一
時
テ

ー
プ
カ
ッ
ト

▽
場
所　

米
崎
町
字
脇
の
沢

三
十
三
番
地
一

　

詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
再
生
の
里

ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン
熊
谷
（
☎
５
５
ー

３
０
７
７
）
ま
で
。

　

東
京
電
力
の
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
る
観
光
業
の
風
評
被
害

に
よ
っ
て
、
売
上
な
ど
が
減
少
し

た
事
業
者
（
法
人
・
個
人
）
に
つ

い
て
、
東
京
電
力
に
そ
の
損
害
の

賠
償
を
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

▽
対
象
と
な
る
人

①
東
北
五
県
（
福
島
を
除
く
）
に

事
業
所
が
存
在
す
る
法
人
ま
た
は

個
人
事
業
主

②
主
と
し
て
観
光
業
を
行
っ
て
お

り
、
次
に
該
当
す
る
法
人
ま
た
は

個
人
事
業
主

・
宿
泊
関
連
産
業
（
宿
泊
業
）

・
レ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
旅
客
船
な
ど

の
観
光
産
業

・
観
光
客
を
乗
せ
る
交
通
産
業

・
文
化
・
社
会
教
育
施
設

・
観
光
地
に
お
け
る
飲
食
業
や
小

売
業

▽
賠
償
対
象
期
間　

平
成
二
十
三

年
三
月
十
一
日
～
平
成
二
十
四
年

二
月
末

　

賠
償
の
問
い
合
わ
せ
お
よ
び

賠
償
請
求
の
書
類
の
取
り
寄
せ

は
、
東
京
電
力
福
島
原
子
力
補

償
相
談
室
（
☎
０
１
２
０
ー

９
２
６
ー
４
０
４
）
受
付
時
間

は
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま

で
。

自
宅
で
働
き
た
い
人
に

在
宅
ワ
ー
ク
・
テ
レ
ワ
ー
ク
説
明
会

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

子
ど
も
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ブ
報
告
会

再
生
の
里
ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン

待
望
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

対
象
者
は
請
求
が
で
き
ま
す

観
光
業
の
風
評
被
害
賠
償
の
お
知
ら
せ



数字で見る陸前高田市

２０１２年（平成２４年）１２月１日号　⑱

市内の火災救急活動（１０月）
（　）は 1 月からの累計

市の人口（１０月３１日現在）
◎住民登録人口（　）内は前月比

市内の交通事故（１０月）
大船渡警察署調べ。（　）は１月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

男
女
計

世帯数

◆建　　物

◆林野・その他

◆出動件数

◆搬送人員

３件
２９件
３人
０人
０人

９，９８５人
１０，７６６人
２０，７５１人

７，４８２世帯

１件

０件

５４件

５２人

（２８件）
（３０３件）
（３２人）
（  １人）
（  ２人）

（－１６）
（ － ５）
（－２１）

（ － １）

（  ４件）

（  ５件）

（６２３件）

（６３２人）
※前年同月との比較（－４２１）
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震
災
の
時
は
京
都
で
も
揺
れ
を
感

じ
、
職
場
で
テ
レ
ビ
を
見
る
と
仙
台
空

港
に
津
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
シ
ー

ン
が
映
し
出
さ
れ
、
日
本
で
起
き
て
い

る
こ
と
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

ち
ら
に
初
め
て
来
た
時
、
国
道
３
４
３

号
か
ら
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
の
橋
梁
が
落

下
し
て
い
る
の
を
見
て
、
震
災
の
凄
ま

じ
さ
を
知
り
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、旧
市
役
所
庁
舎
、

市
民
会
館
、
市
民
体
育
館
、
が
れ
き
の

集
積
場
所
を
確
認
。
が
れ
き
は
き
ち
ん

と
分
別
さ
れ
て
い
て
、
被
災
地
の
人
々

は
復
興
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
る

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

東
北
の
人
た
ち
は
優
し
い
人
が
多

く
、
宿
泊
施
設
で
も
良
く
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
し
、
趣
味
の
バ
イ
ク
で
龍
泉
洞

や
小
岩
井
農
場
を
巡
っ
た
と
き
に
も
、

京
都
ナ
ン
バ
ー
の
私
に
温
か
く
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

仕
事
の
面
で
は
、
米
崎
小
・
中
学
校

の
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、「
一
日
も
早
く
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
走
り
回
れ
る
環

境
を
つ
く
り
た
い
。
被
災
は
し
た
け
れ

ど
、
楽
し
い
学
校
生
活
だ
っ
た
と
子
ど

も
た
ち
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
一
心
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
京
都
市
役
所
は
、
職
員
が
一
万
人

以
上
と
大
き
な
組
織
で
す
が
、
こ
ち
ら

に
来
て
早
々
に
市
長
と
懇
談
す
る
機

会
が
あ
り
、
風
通
し
の
良
い
雰
囲
気
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

派
遣
職
員
紹
介
⑭

大
　
原

　
康

　
弘 

 

さ
ん

学
校
教
育
課　

技
師

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

大
原　

康
弘
（
お
お
は
ら　

や
す
ひ
ろ
）

　

京
都
市
出
身
。
大
学
を
卒
業
後
、
京
都
市
役
所
に
入
庁
し
、
三
年
間
土
木
事
務
所
で
道
路
の
維
持
管

理
を
担
当
し
た
後
、
監
理
検
査
課
で
主
に
市
有
財
産
の
管
理
を
担
当
。
道
路
・
法
面
・
橋
梁
の
整
備
に

か
か
わ
る
な
ど
、
一
貫
し
て
土
木
畑
を
歩
む
。
被
災
地
で
復
興
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
技
術
職

員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
の
夏
に
被
災
地
へ
の
派
遣
を
打
診
さ
れ
、
本
市
へ
の
派
遣
が
決

定
。
学
校
教
育
課
に
配
属
さ
れ
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
の
仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

に
尽
力
し
て
い
る
。


